
令和７年度 江戸川区立大杉小学校 研究構想図 

 

学校教育目標 

〇けんこうな子  〇進んでとりくむ子  〇思いやりのある子 

読むことについて、音読が苦手、算数などで問題文を正しく読めないない児童の実

態があった。そこで、研究の中心に読むことを据え、児童が豊かに読む力を伸ばして

いけるよう本主題を設定した。 

目的に応じて必要な情報を見付けることができる児童の育成 

～説明的文章の学習を通して～ 

 低学年 

文章の中の重要な語や

文を考えて選び出すこと

ができる児童 

中学年 

目的を意識して、中心

となる語や文を見付けて

要約することができる児

童 

＜国語科の授業改善＞  

・読む領域での授業改善。（全学級研究授業） 

・令和６年度は物語文、令和７年度は説明文に焦点化した継続的な指導の実施。 

・区内指導教諭を年間講師とし、実践的な指導を受ける。 

＜学校全体での取り組み＞ 

・校内漢字検定の実施 

・６つの振り返りの掲示、実施 

・区内団体貸し出しの活用 

高学年 

目的に応じて、文章と図

表などを結びつけるなどし

て必要 な情 報を 見付 けた

り、論の進め方について考

えたりすることができる児

童。 

研究の内容 

目指す児童像 

研究主題 

学校の課題 

（今年度 重点目標） 


